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地
域
研
究
者
の
軌
跡

①
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
四
八
年
、
新
潟
県

②
専
門
分
野
・
地
域
…
…
中
国
地
域
研
究

③
学
歴
…
…
愛
知
大
学
法
経
学
部
（
経
済
学
専
攻
）、
千
葉
大
学
大
学

院
自
然
科
学
研
究
科
（
生
産
科
学
専
攻
）

④
職
歴
…
…
農
林
水
産
省
外
郭
団
体
（
二
四
歳
、
一
一
年
間
）、
研
究

機
関
主
任
研
究
員
（
三
六
歳
、九
年
間
、こ
の
間
に
博
士
課
程
在
籍
）、

大
学
教
授
（
四
五
歳
、
一
八
年
間
）

⑤
現
地
滞
在
経
験
…
…
長
期
滞
在
経
験
な
し

⑥
研
究
手
法
…
…
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ

ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
な
ど
。
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
は

中
国
農
村
。

⑦
所
属
学
会
…
…
国
際
農
業
経
済
学
会
、中
国
経
済
学
会（
ア
メ
リ
カ
）、

香
港
経
済
学
会
、中
国
経
済
学
会
（
日
本
）、ア
ジ
ア
政
経
学
会
（
日

本
）、
日
本
協
同
組
合
学
会

⑧
研
究
上
の
画
期
…
…
中
国
の
市
場
経
済
へ
の
転
換
と
ソ
連
崩
壊

⑨
推
薦
図
書
…
…
宮
本
常
一
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』（
岩
波
文
庫
、

一
九
八
四
年
）、
加
々
美
光
行
『
中
国
の
新
た
な
発
見
』（
日
本
評

論
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
高
橋
五
郎
『
国
際
社
会
調
査
―
―
中
国
・

旅
の
調
査
学
』（
農
林
統
計
協
会
、
二
〇
〇
七
年
）

●

─
東
ア
ジ
ア

地
域
理
解
の
上
で
問
題
分
析

高
橋
五
郎
（
た
か
は
し
・
ご
ろ
う
）

愛
知
大
学
大
学
院
中
国
研
究
科
教
授
、
河
南
財
経
政
法
大
学
（
中
国
）
兼
職
教
授

メ
ッ
セ
ー
ジ

私
は
内
外
の
農
業
問
題
に
関
心
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
農
村
調
査
が

と
て
も
好
き
で
あ
っ
た
。
学
部
生
の
頃
か
ら
、「
農
村
調
査
」
と
い

う
言
葉
の
響
き
に
は
、
自
分
が
新
し
い
学
問
の
世
界
に
踏
み
込
ん
で

い
る
の
だ
と
い
う
実
感
が
湧
い
た
も
の
だ
。

そ
の
結
果
、
国
内
で
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
を
踏
破
し
、

多
く
の
地
域
の
農
民
を
調
査
し
田
畑
の
様
子
や
農
作
物
を
観
て
触
る

こ
と
に
な
っ
た
。
田
畑
の
土
を
握
り
、
土
の
匂
い
を
嗅
ぐ
習
慣
は
す

で
に
身
に
付
い
て
い
た
。

こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
中
国
農
村
で
も
や
っ
て
い
る
し
、
中
国
以
外

の
国
で
も
や
っ
て
き
た
。
私
の
地
域
研
究
は
農
業
問
題
を
比
較
研
究

す
る
こ
と
だ
か
ら
、農
村
調
査
は
不
可
欠
だ
。し
た
が
っ
て
私
に
と
っ

て
の
地
域
研
究
と
は
、
地
域
を
研
究
す
る
こ
と
と
い
う
よ
り
地
域
で

研
究
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
中
国
農
村
の
現
場
に
立
つ
と
必
ず
日
本

の
農
村
の
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
し
、
日
中
の
農
民
の
顔
の
表
情
の
な

ん
と
似
て
い
る
こ
と
か
と
想
う
。少
し
だ
け
翳
を
持
っ
て
は
い
る
が
、

笑
い
方
は
大
き
く
嘘
の
な
い
顔
だ
。
実
は
、
農
民
の
顔
に
国
境
は
な

い
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
農
民
、
タ
イ
の
農
民
、
ア
メ
リ
カ
の
農

民
、
み
な
よ
く
似
た
表
情
だ
。
私
に
と
っ
て
、
地
域
研
究
の
魅
力
の

ひ
と
つ
は
こ
の
点
に
気
付
い
た
こ
と
だ
。

中
国
で
農
村
調
査
す
る
と
き
は
、
か
な
ら
ず
自
分
流
の
仮
説
を
立

て
る
。
調
査
に
は
仮
説
探
索
型
と
仮
説
検
証
型
と
が
あ
る
が
、
私
の

場
合
ほ
と
ん
ど
が
後
者
だ
。
そ
の
た
め
に
方
法
論
は
大
事
だ
。

方
法
的
に
は
中
国
研
究
と
原
論
上
の
農
業
問
題
研
究
を
切
り
離
し

て
い
る
。
中
国
研
究
と
は
中
国
経
済
や
政
治
、
文
化
・
社
会
な
ど
中

国
研
究
者
と
し
て
持
つ
べ
き
中
国
に
関
す
る
学
問
的
な
一
般
的
常
識

の
こ
と
で
あ
り
、
原
論
上
の
農
業
問
題
研
究
と
は
農
業
問
題
分
析
の

理
論
的
、
技
法
的
方
法
論
の
こ
と
を
指
す
。
前
者
は
特
殊
中
国
的
研

究
で
あ
り
、
後
者
は
一
般
的
農
業
問
題
研
究
で
あ
る
。
前
者
は
後
者

の
前
提
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
後
者
が
成
り
立
つ
。

し
た
が
っ
て
私
の
中
国
農
業
問
題
研
究
の
方
法
は
、「
中
国
の
農

業
」
を
研
究
す
る
の
で
は
な
く
、
中
国
に
付
着
し
て
、
あ
る
い
は
そ

こ
を
舞
台
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
農
業
を
研
究
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
、
農
業
問
題
を
国
や
地
域
間
の
比
較
研
究
と
し
て
取
組
む
道
筋

が
自
ず
と
生
ま
れ
て
く
る
。

原
論
上
の
農
業
問
題
研
究
で
は
、
分
析
上
の
方
法
と
し
て
、
と
く

に
農
産
物
価
格
論
、
地
代
論
、
土
地
資
本
論
、
土
壌
学
、
水
利
科
学
、

農
業
簿
記
、
農
地
制
度
論
（
農
地
制
度
史
を
含
む
）、
地
域
産
業
論

が
重
要
だ
と
思
う
。
院
生
の
と
き
は
、
と
く
に
こ
れ
ら
に
注
目
し
て

研
究
し
た
。

大
学
院
に
籍
を
置
い
て
い
る
間
は
、
指
導
教
官
の
思
考
方
法
や
枠

組
み
を
知
る
努
力
が
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。
地
域
研
究
は

研
究
対
象
国
に
よ
っ
て
方
法
論
が
異
な
る
。
異
な
る
ど
こ
ろ
か
、
国

際
学
界
で
認
知
さ
れ
た
統
一
的
方
法
論
が
な
い
の
が
地
域
研
究
の
現

状
だ
。
そ
れ
だ
け
に
指
導
を
受
け
て
い
る
教
官
の
方
法
を
知
る
こ
と

が
、
そ
の
後
の
飛
躍
の
た
め
に
も
大
切
で
あ
る
。


